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令和６年度板橋区生活安全協議会活動報告 

■令和６年度板橋区生活安全協議会専門部会 

１ 専門部会活動概要 

（１）開催日時 

令和７年２月５日（水）午前１０時～午前１１時３０分 

（２）会場 

板橋区役所災害対策室 

（３）出席者数 

生活安全協議会委員１７名（１名欠席）、専門委員１２名 計２９名 

（４）議事 

①令和６年度板橋区生活安全協議会活動報告【中間】（令和６年４月１日～１２月３１日） 

②令和６年度悪質商法等による消費者被害について 

③特殊詐欺等各種犯罪の防止対策について 

④火災予防対策・救急の現況について 

 

２ 重点項目に関する活動報告 

別紙「生活安全協議会専門部会重点項目に関する活動報告」参照。 

  

■区、関係機関・団体の協働事業 

１ 地域安全マップ作製講習会 

（１）概要 

小学校ＰＴＡ連合会と協力し、「地域安全マップづくり」の普及を目的として開催し

た。「地域安全マップづくり」とは、フィールドワークやマップづくりを通じて、子ど

もに周囲の様子から、犯罪が起こりやすい場所を判断する能力を身につけさせ、危険

な場所には近づかない、または警戒する意識を育む取組となった。 

（２）開催日時 

   令和６年６月２２日（土）午前９時～正午 

（３）会場 

   板橋区役所とその周辺 

（４）共催 

   板橋区、小学校ＰＴＡ連合会 

（５）講師 

   ＮＰＯ法人 地域安全マップ協会 

（６）参加者 

   小学校ＰＴＡ会員及びその児童 計３４名 

（７）内容 

   事前学習、フィールドワーク、マップ作製 

 

 

資料１ 

フィールドワークの様子 
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２ 犯罪抑止生活安全のつどい 

（１）概要 

犯罪のない安心・安全な都市を目指して、関係機関が一致団結して防犯意識を高め

ることを目的として開催した。 

（２）開催日時 

   令和６年１０月７日（月）午後１時３０分～午後３時３０分 

（３）会場 

   区立文化会館大ホール（板橋区大山東町５１番１号） 

（４）共催 

   板橋区、警察署、防犯協会、町会連合会 

（５）内容 

①式典 

②漫才       お笑いコンビ「鬼越トマホーク」 

③歌謡ショー    「KIN-CHAN & CHIYOKO」、お笑いタレント「山田邦子」 

④トークセッション 山田邦子×鬼越トマホーク 

（６）参加人数 

   約８００名 

 

３ 生活安全の日キャンペーン 

（１）概要 

毎年１２月２０日を「板橋区生活安全の日」と定め、年末年始に増加する犯罪や

火災を予防するため、関係機関・団体が協力し、街頭キャンペーン等を実施した。 

（２）開催日 

   令和６年１２月１０日（火）午後１時３０分～午後３時 

（３）会場 

   イオンスタイル板橋（板橋区徳丸二丁目６番１号） 

（４）共催 

   板橋区、警察署、消防署、防犯協会、防火防災協会 

（５）内容 

   ①警視庁音楽隊・カラーガードによる演奏 

   ②シール式アンケートによる防犯・防火啓発 

   ③防犯・防火グッズ及びリーフレットの配布 

   ④啓発パネル、ミニパト、白バイ等の展示 

   ⑤マスコットの参加 

（りんりんちゃん、ピーポくん、キュータ） 

（６）参加人数 

   約８００名 

（７）その他 

生活安全の日に合わせ、町会・自治会に防犯・防火パトロールの実施を依頼した。 

また、株式会社利研ジャパン及び株式会社ジェイコム東京 板橋・北局による防犯対

策の案内及び大東文化大学防災研究同好会「ＳＴＥＲＡ」の参加協力もあった。 
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４ 板橋セーフティー・ネットワーク 

（１）概要 

区内を中心に業務を行っている事業者や区民が、不審者等を発見した際

の１１０番通報の協力等、日常業務や日常生活に防犯の観点を加えること

により、区内の犯罪抑止と早期解決を図った。 

参加者には、防犯情報の発信や防犯ステッカー等の配付を行った。 

（２）参加状況（令和７年３月末現在） 

   参加事業者数：１５８事業者 

（令和６年度は９事業者が新規参加） 

個人参加者数：６９名 

（令和６年度は４４名が新規参加） 

 

５ 防犯設備の整備補助 

（１）概要 

地域の安全対策を推進及び強化するため、町会・自治会、商店街が防犯カメラを設

置する際の費用の一部を、都・区が補助した。 

令和６年度補助内容 

町会・自治会（単独） 補助率１１／１２（補助額：５００万円上限） 

町会・自治会＋商店街（連携） 補助率１１／１２（補助額：７５０万円上限） 

商店街（単独）  補助率 ５／６ （補助額：６００万円上限） 

（２）補助実績（令和６年度設置の防犯カメラ） 

 団体数 新規設置 更新 

①町会・自治会（単独） ７団体 １３台 ３４台 

②町会・自治会＋商店街（連携） ６団体 １７台 ５５台 

③商店街（単独） １団体 ０台 ３台 

合計 １４団体 ３０台 ９２台 

（３）設置台数 

   計９６１台（平成１５年度～令和６年度設置数） 

※町会・自治会：全２１１団体のうち、８７団体が設置済み（設置率：41.23％）。 

   ※商店街：全８１団体のうち、４３団体が設置済み（設置率：53.09％）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者に配布する 

防犯ステッカー・マグネット 
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６ 防犯カメラ維持管理費等補助 

（１）概要 

都及び区から補助金を受けて設置した防犯カメラを対象に、地域の防犯力の維持向

上を支援するため、町会・自治会、商店街が管理する防犯カメラの維持管理費の一部

を、都・区が補助した。 

補助対象経費・経費限度額 補助額・補助限度額 

① 維持管理費（区制度） １台当たり 2,500円（定額） 

② 移設費（都制度） 

・１台当たり 20万円限度 

町会・自治会、商店街（連携）補助率５／６ 

商店街（単独）       補助率２／３ 

③ 電気料金（都制度） 

・１台当たり 5,000円限度 

町会・自治会、商店街（連携）補助率５／６ 

商店街（単独）       補助率２／３ 

④ 使用料（都制度） 

・１台当たり 3,000円限度 

町会・自治会、商店街（連携）補助率５／６ 

商店街（単独）       補助率２／３ 

⑤ 撤去費（区制度） １台当たり１０万円限度 

   ※①の経費に対する区の補助金を申請する場合、同一年度に③④の経費に対する都

の補助金を申請することはできない。 

   ※①③④の補助額・限度額は、それぞれ年額とする。 

（２）令和６年度補助実績 

①維持管理費 １２団体 １０５台 

②移 設 費  ４団体   ６台 

③電 気 料 金 ６６団体 ４６９台 

④使 用 料 ５１団体 ３２２台 

⑤撤 去 費  ０団体   ０台 
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■区の実施事業 

１ 総合安心・安全パトロール 

（１）概要 

区の安心・安全を守るため、２４時間３６５日、青色防犯パトロールカー３台によ

る巡回警備を実施した。 

（２）通常巡回警備 

○安心・安全パトロール 

児童の登下校時の安全確保と犯罪抑止を目指す。 

○区立公園等パトロール 

区が設置・管理する公園、広場、バーベキュー場

等における適正利用を促す。 

○集積所における資源持ち去り防止パトロール 

集積所における条例違反行為の中止を目指す。 

（３）特別巡回警備 

警察署等と連携し、不審者情報や犯罪発生情報等に

より、特に警戒を要する地域に対し、青色防犯パトロ

ールカーの巡回を一定期間強化する。（令和６年度実

施回数 １９１回） 

（４）その他取組 

多様化する特殊詐欺や闇バイトへの対策として、    

日本大学豊山女子高等学校・中学校放送部の生徒の協

力のもと、安心・安全パトロールで使用するアナウン

スのリニューアルを行い、新たにアポ電強盗や闇バイ

トなどに対する注意喚起も収録した。 

リニューアルした音声は、令和６年１２月１３日

から放送で使用している。 

 

２ 詐欺対策電話機等購入費補助 

（１）概要 

区民が区内店舗から詐欺対策電話機等（特殊詐欺等に関する着信を自動で拒否する

機能や自動応答録音機能を備えた電話機及び機器）を購入した場合、費用の一部を補

助した。 

（２）対象 

区民（年齢制限なし） 

（３）補助内容 

補助率１／２（上限２，０００円） 

（４）令和６年度交付実績 

８０件  

 

  

青色防犯パトロールカー 

アナウンスのリニューアルを 

ＰＲする車両貼付マグネット 
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３ 簡易型自動通話録音機の配付 

（１）概要 

詐欺対策のため、主に固定電話機に貼り付けて使用する特殊詐欺対策用品（受話器

を取るとセンサーが作動し、警告音声が再生された後、通話録音を自動で開始する機

器のこと。）を無償配付した。 

（２）配付対象 

６５歳以上の区民 

（３）配付場所 

区役所及び警察署 

（４）配付台数 

１，８２３台 

 

 

４ 親子体験型防犯講習会（親子で体験あんぜん教室） 

（１）概要 

子どもが外出時に犯罪に巻き込まれそうになった場面を想定し、講師からの解説及

びジオラマを用いた体験によって、子ども及びその保護者が危険回避行動を学ぶこと

を目的として開催した。 

（２）開催日 

令和７年２月８日（土）２回 

９日（日）１回 

計３回開催 

（３）会場 

きたのホール（板橋区徳丸二丁目１２番１２号） 

（４）講師 

ＮＰＯ法人 体験型安全教育支援機構 

（５）対象 

区内在住で翌年度に小学校へ入学する幼児とその保護者 

（６）参加者数 

計９０組 

 

５ いたばし子ども見守り隊・スクールガード（担当：教育委員会事務局地域教育力推進課）  

児童の登下校時の安全・安心対策として、見守り活動のボランティア登録制度「いたば

し子ども見守り隊」・「スクールガード」を構築しており、腕章等活動に必要な物品配付

を行い、見守り活動を支援した。（令和６年度登録者数：１，７０４人（うちスクールガ

ード：３２１人）） 

 

６ 通学路防犯カメラの設置（担当：教育委員会事務局地域教育力推進課） 

児童の安全確保及び犯罪抑止等を図るため、区立小学校の校地内・通学路上に防犯カ

メラを設置している。（設置台数：２５８台） 

 

簡易型自動通話録音機（録音チュー） 

ジオラマを用いた体験の様子 
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■区、関係機関・団体の協働による広報活動等 

１ 痴漢被害撲滅キャンペーン（随時） 

各警察署と協力し、区内鉄道駅にて、痴漢被害撲

滅に係るチラシの配布や注意喚起及び「 Digi 

Police」の周知を行った。 

 

２ 特殊詐欺被害防止キャンペーン（随時） 

各警察署と協力し、区内金融機関をはじめ、商業

施設、医療機関などで、チラシや対策用品の配布な

どを行い、特殊詐欺被害防止の啓発及び区の実施事

業の周知を図った。 

 

３ 万引き防止キャンペーン（随時） 

各警察署と協力し、区内商店街や商業施設などで、チラシや対策用品の配布などを行

い、万引き防止の啓発等を図った。 

 

４ 若者を犯罪者集団から守るための教育（随時） 

各警察署及び東京弁護士会等と協力し、区立中学校（５校）にて、暴力団や匿名・流動

型犯罪グループによる闇バイト勧誘等、若者が犯罪に巻き込まれないための講義を行っ

た。 

 

５ 「ＬＯＣＫ（ロック）の日」キャンペーン 

令和６年６月９日（日）、イオンスタイル板橋にて、

高島平警察署及び日本ロックセキュリティ協同組合

と協力し、防犯チラシ及び防犯グッズの配布等を行

った。 

 

 

 

６ 中小企業向けサイバーセキュリティセミナー 

令和６年７月１０日（水）、板橋区役所にて、東京都商工会議所板橋支部及び板橋警

察署等と協力し、区内事業者などを対象に、自社で実施できるサイバーセキュリティ対

策の解説及び区の実施事業の周知などを図った。 

 

７ 聞いて体験！！特殊詐欺 

板橋警察署及び東京都と協力し、令和６年９月２５日（水）に仲宿地域センターにて、

１０月１１日（金）に桜川地域センターにて、区民を対象に、スマートフォンを使用し

て、実際の詐欺犯人の音声を聞き比べたり、架空料金請求を模したＳＭＳ（ショートメッ

セージ）を受信・閲覧したりするなど、特殊詐欺の手口を実際に体験して対策を学ぶ講習

会を実施した。 
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８ 放置自転車クリーンキャンペーン 

令和６年１０月８日（火）に大山駅にて、１０月２５日（金）に成増駅にて、それぞれ

板橋警察署及び高島平警察署と協力し、放置自転車及び自転車盗の防止を呼びかけるキ

ャンペーンを行った。 

 

９ 「オリジナル防犯ブザーをつくろう」イベント 

令和６年１０月１２日（土）～１４日（月）、無印良品板橋南町２２にて、板橋警察署

と協力し、防犯クイズラリー及びオリジナル防犯ブザーの配布を行った。 

 

10 「板橋区民まつり」での啓発 

令和６年１０月１９日（土）～２０日（日）に開催された「板橋区民まつり」にて、板

橋警察署と協力し、特殊詐欺被害防止や子どもの防犯対策などの啓発を行った。 

 

11 志村歳末防犯パレード＆トークショー 

令和６年１２月８日（日）、志村銀座商店街に

て、志村警察署と協力し、防犯パレード及びトー

クショーを行った。 

 

 

 

 

 

 

12 侵入強盗対策・闇バイト加担防止キャンペーン 

令和６年１２月２１日（土）、ラウンドワンスタジアム板橋にて、志村警察署及び日本

大学豊山女子高等学校・中学校放送部と協力し、侵入強盗対策・闇バイト加担防止を啓発

するキャンペーンを行った。 

 

13 １１０番の日イベント 

令和７年１月１０日（金）、ハッピーロード大山商店街にて、板橋警察署と協力し、１

１０番通報の正しい利用方法を周知するイベントを行った。 

 

14 万引き防止のための防犯責任者養成講座 

令和７年２月２８日（金）、区立エコポリスセンターにて、志村警察署及び東京万引き

防止官民合同会議と協力し、区内小売店舗の防犯担当者や店長等を対象に、万引き及び

商品のロス対策等を周知する講話を行った。 

 

15 春休みあんぜんあんしんイベント 

令和７年３月２６日（水）、イオンスタイル板橋にて、東京都・高島平警察署と協力し、

小学校入学を控えた子どもを対象としたイベントを開催し、防犯教室等を実施した。 
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■区による広報活動 

１ 「最近の犯罪発生情報」の発行（毎週発行） 

各警察署等からの情報をもとに、区内で発生した犯罪発生状況等をまとめた「最近の

犯罪発生情報」を作成し、区ホームページに掲載するとともに、板橋セーフティー・ネッ

トワークの参加事業者等へ配信した。併せて、防災メールやＬＩＮＥ、Ｘで情報を発信し

た。 

 

２ 「広報いたばし」に防犯特集記事を掲載 

   ４月２０日号：特殊詐欺への注意喚起（１面） 

  １２月 ７日号：生活安全特集（１面） 

 

３ 緊急犯罪情報の提供 

（１）概要 

防災メールやＬＩＮＥ、Ｘで重大事件等の発生情報を配信した。 

（２）実績 

令和６年５月２９日に埼玉県川口市幸町三丁目にて発生したタクシー発砲事件及

び１１月２１日に板橋区小茂根一丁目にて発生した刃物使用コンビニ強盗事件の際

に、緊急情報の配信を行った。 

 

４ 区公式ホームページの更新（随時） 

防犯講習会、各種キャンペーン等、イベントの開催情報や犯罪発生情報等、区の防犯

に関する取組等を掲載した。 

 

５ 「メールけいしちょう」、「Digi Police」、「東京消防庁公式アプリ」の周知（随時） 

広報いたばしや各種キャンペーン等で、区民への周知と登録を促進した。 

 

６ 防犯用品の展示（常時） 

防犯意識啓発のため、特殊詐欺等対策電話機や簡易型自動通話録音機等の特殊詐欺対

策用品のほか、防犯砂利・防犯ブザー等の防犯用品、防犯啓発ポスター・チラシを区役所

南館４階に常設展示した。 

 

７ 特殊詐欺被害防止に向けた対策 

（１）区発行物への注意喚起記事の掲載 

   区が発行する冊子等に特殊詐欺被害防止の記事を掲載し、注意を促した。 

・「高齢者・シニア世代生活ガイドブック」（長寿社会推進課発行） 

・「あんしん認知症ガイド」「みまもりネット」（おとしより保健福祉センター発行） 

（２）区送付物による注意喚起の協力依頼 

   国保年金課や後期高齢医療制度課、介護保険課、課税課、納税課の協力のもと、区

民宛てに送付する封筒や資料に特殊詐欺被害防止の記事等を掲載し、注意を促した。 

 


